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自
は
常
ほ
大
な
る
價
値
に
働
し
て
小
な
る
價
値
を
與
‘ふ

若
し
人
が
常
に
等
便
に
對
し
て
等
偵
を
交

換

す

る

も
の
Iざ
せ
ぱ
> 
契
■
者
の
孰
れ
に
®
し
て
も
利
得
は
發

生

せ

ざ

る

可

し

。
，：
扼

て

契

約

雨

當

事

者

が

共
に
利
得
を

,得
又
？
得̂
る
に
椒
遂
無
&
は
何
故
な
る
乎
。
是
れ
諧
物

P

吾
人
の
欲
望
に
相
對
的
な
る
價
値
を
.有
し

>
:
:
吾
人
の

欲
虞
は
相
互
にI

物
に
天
，に
じ
て
他
物
に
小
な
る
爲
で

あ
る
。
此
旧
題
に
就
い
て
入
の
陷
る
錯
誤
の
廣
ウ
て
來

るIg

は
、
商
業
よ
に
取
®
は
る
、
諸
物
；

£

宛
も
絕
對
的

，な
る
便
値
を
有
す
る
が如

.. ：.

に
云
爲
し
、
其
結
果
交
換

，.を
行
ふ
紫
は
相
互
に
，：等

便

に

對

し

て

等

偵

を

與
：：

ふ
る
を

以

て

公
H
な

り

ご

判

斷

す

る

に

趣

く

。
ン

雨

當

事

者

相

互

‘：

が
大
な
る
價
値
に
#
し
て
小
な
る
债
値
を
與
ふ
る
事
に

滴
意
せ
ず
>
人
は
多
大
の
翁
察
を
拂
ふ
事
無
ぐ
し
て
、

歡
ィ
の
如
き
は
有
ね
得
ざ
る
事
な
ヶ
ご
思
乾
し
、

一
人

が
常
：に
小
な
る
價
値
を
.與
ふ
み
，：爲
に
は
他
の

j

人
が 

?

か
の
に
火
な
る
谓
値
を
與
ふ
る
の
迁
愚
を
爲
さ
，く
る
可
か

______________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________ 
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r
h
u
o
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r
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s

の

持

論

に

加

へ

，を

る

傳

擊

も

結
 

局

標
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を

、逸

せ

る

空

矢

，ビ

な

◊

、

未

だ

其

迷

妄

を

覺

醒
 

せ

し

む

：4
に

至

ら

ざ

ゎ

し

は

.固

よ

6
自

然

の

歸

趨

で

あ
 

ろ

ね

：。

以

之

觀

之

彼

れ

の

所

說

は

> 
交

換

に

於

0̂
價

値
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*
得

を

單

に

使

用

惯

値

の

：み

に

：：限

り

て

交

換

偵

値

に
 

傭

張

す

る

を

禱

躇

ム

だ

る

r
H
u
r
g
o
t

の

所

說

に

* 

果

な

し

：て

實

質

上

幾

許

の

.進
步

を

示

せ

る

や

。

聊

か

疑 

:
:

ひ

無

ぎ

を

得

す

。

畢

覚

C
o
n
d
i
l
l
a
c
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⑥
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釋

に

■
し
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T
u
r
g
p
t
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も

7
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層

明

暫

透

徹

せ
 

.ビ

る

維

生

觀

的

純

心

意

的

，立

場

を

：詳

述

し

以

て

：後

進

を
 

P

I

S
流

の

邪

曲

の

1
#

よ

全

に

M

救

せ

る

黯
 

/

に

在

る

0」

；
.
 

：
‘

，以
上
は
微
端
創
始
の
時
代
を
彩
る
客
觀
主
觀
雨
學
說 

對
崎
の
大
*
や
あ
る
。
大
勢
は
鹏
て
後
說
に
歸
驚
す 

る
。T

u
r
s
o
n

は
日
く「

ぬue
s
n
a
y

の
意
見
、Morellet

の
辛
苦
、
彼
等
は
遂
に
認
め
ら
れ
ざ
る
が
え
S
に
過
ぎ 

,
去
れ
る
や
否
や
。
吾
入
之
を
•知
ら
す
？T

u
r
g
o
t

及
び 

懷
ナ
八
释
ー(

ニ
ニ一

九)

雜

0

於
る
慎
|

の
發
邊 

‘
.
繁

號

セ

：

g

ら
ホ
。
是
れ
人
の
首
肯
し
得
ざ
る
所
を
®
惟
す
る
に
；

15̂: 

る
。
乍
併
吾
人
が
賣
却
に
俄
す
ご
看
做
さ
る
、
は
‘、
吾 

人
の
消
費
に
必
要
な
る
諧
物
に
あ
ら
や
。
其
は
余
の
® 

々
部
せ
る
如
ぐ
に
吾
人
の
過
剩
品
な
ら
。
吾
人
は
吾
V 

に
無
用
な
る
一
物
を
交
付
し
> 
以
て
吾
人
に
必
要
な
る 

1

物
を
獲
得
せ
ん
ご
す
。
即
ち
吾
人
は
大
な
る
债
値
に 

一
.對
し
て
小
な
る
價
値
を
與
ふ
る
も
の
な
り」

。
見
る
可 

一
し
交
換
に
於
て
は
富
な
ら
'ざ
b
し
物
が
富
ご
t
•し
>

一
斯
く
し
て
商
衆
は
富
を
增
加
すyj 

(pp. 

267-268)o 

一：
思
ふ
に
如
上
の
所
說
は
其
結
論
に
の
み
着
服
す
る
時 

一
は
、
富
の
生
産
を
以
て
脆
だ
農
餅
に
の
み
限
局
せ
る 

I 

P
びys5:rates

の
偏
見
に
優
越
す
る
事
萬
々
な
れ
ご
も
、

然
も
斯
く
の
如
く
晃
解
の
乖
離
を
導
け
る
.根
®
に
は 

P
h
y
s
b
c
r
a
t
e
s

が
霉
ら
交
換
價
値
を
中
心
に
立
論
せ
る 

に
反
し
、Condillac

が
價
値
に
は
取
に
使
用
價
S
あ
る

を
以
て
交
換
價
値
あ
る
を
見
ざ
&
し
事
實
の
潜
S
せ
る 

を
記
億
せ
ざ
る
可
か
ら
デ
，。
旣
に
此
统
溶
ゐ
ケ
。
S
化
：

c
o
n
d
a
a
c

の
著
作
，
彼
等
は
佛
蘭
®
に
於
る
‘®
値
®
念 

の
進
路
に
何
等
影
響
，

V

及

ぼ

す

所

無

か

り

し

や

"

余
之 

を
信
ず
る
能
は
やJ 

V」
(valeur 

cPapresles 

E
c
o
n
?

 

mistes Anglais et JFYangais, 

p. 

379)0 

其
は 
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w
a
y

の
出
現
ご
共
展
開
し
行
く
筋
二
期
の
後
遂
に
徵 

し
て
知
る
可
き
の
み
o (

未
完)
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不

生

産

的

な

ろ
 

語
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て
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m

本

鎭

治

九

:
前
號
に
紹
介
し
力
る
所
は
、
ジ
*̂
ン̂•

ス
チ
ユ
ア
，

ト* 

i \

が
彼
の「

經
濟
學
上
未
定
の
諧
問
題J

第
三
論
中
に 

論
述
せ
る
見
解
の
大
要
で
あ
る
が 

> 
轉
じ
て
彼
の
大
.著 

「

經
液
學
原
理
し
中
に
生
廣
的
及
び
不
生
産
的
な
る
語
を 

生
産
的
及
び
不
生
産
的
な
る
語
じ
鉢
て 

银

八

聰

セ

ま
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び
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な
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激

、ぱ
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る
に
、
*
の
辦
i
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其
の
勞
働
の
成
果
が
.

一

人
よ
..
他
人
へ

譲
渡
せ

ら

れ
.

. 

s
^
0
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M
^
h
 ̂

」

¥
き
？

物
質
的
對
象
の
形
態
に
於
s

々

の
手
S

 

生
産
的
勞
働
を
取
扱
ひ
，
‘侧
ら

生
産
的
消
費
及

び

不

生

れ

る

も
の
た
る

場

合

に

限

ら

る

、

の

で
あ

る

。

併

し

也

■ 
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$
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方
に
は
マ
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 ̂

Pッ
ク
や
，セ
ィ
の
如
く
£

き

る

::

一

i4

要
を
窺
ひ
、
：然
る
後
に
前
著「

輕

濟

學

上

未

定

の

▲

を
斥
け
て
、
有
用
i

做
さ
る
、
？

勞
働
、
叩
ち 

S

V
中
£

け
る
i

品

学

る

f
 

や

を

檢I 

S

にEi

敵
す
る
S

5

S

を

ま

る

f

勞
働

を
ぱ
不
生
産
的VJ

呼
ば
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
從
て
マ
ジ 

力
ロ
ッ
ク
、
セ
ィ
觸
の
見
解
を
以
て
す
れ
ぱ
辯
譲
士
、
敎 

，員
、
昔
集家

"*

舞
踏
家
、
俳
優
、
下
女
、
下
男
等
の
努 

働
ご
雖
も
不
生
産
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
可
ご
なe

 

ぱ
彼
等
じ
は
"
*不
生
産
的
な
る
語
が「

浪
費
のJ

若
く
は 

「
無
f
t値
めJ 

(wasteful or worthless

り

な

る

語IP 

義
の
如
<

は
る
、
か

ら

あ

る

。
サ
し
；&
る
見
B
よ 

論
題
を
譲
解
し
て
居
る
や
ぅ
で
あ
る
。
即
ち
生
産
よ
人 

間
の
存
在
上
に
：
於
け
る
、
唯

一

の

目

的

に

非

ざ

る

が

故 

じ
、
不
生
産
的
な
る
語
は
必
す
し
も
成
る
汚
名
を
含
む

じ

や

ぅ
。

，
.

.
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:

即
ち
ミ
'ル
の
見
解
に
從
へ
ぱ
努
働
は
生
産
に
缺
く
可 

も
ざ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ご
も
> 
取
に
必
す
し
も
其 

の
結
果
が
生
，能
で
は
な
い
。
何
ご
な
れ
ぱ
社
き
に
は
！？̂ 

常
に
有
用
な
る
勞
描
が
多
々
あ
る
も
’
而
も
其
の
對
象 

は
生
に
非
ざ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
0 

に
を 

‘V;

勞
働
は
生
産
的
及
び
！̂

:
斷
に
®
別
.さ
れ
る
。
ロ1 

し
如
何
な
る
種
類
め
勞
働
が
}
!

|
|
|
|

斷

タ

考

へ

らる

可 

き
か
'
k就
て
は
、
多
數
の
經
濟
學
者
間
に
少
な
か
ら
ざ 

る
論
報
が
も
る
。

.

,
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論
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經
濟
學
者
の
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購
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プ
分
類
の
問
題
に
，外
な
ら
な
い
，。
；，而
も
，言
語
の
相
違
は 

甚
だ
重
要
で
あ
る
。
何
タ
な
れ
ば
生
産
的
及
び
不
生
産
‘ 

侧
な
る
ニ
語
の
何
れ
を
以
て
す
る
も
其
の
全
眞
理
.ご

1

. 

政
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
ソ
一
般
に
は
ニ
語
共
に
其
の 

全
冥
理
0

1

部
分
を
促
へ
‘る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
め 

る
？
然
ら
ぱ
生
産
的
勞
働
及
び
不
生
産
的
勞
働
の
意
義
：
 

は
如
何
。
之
が
れ
め
に
は
先
づ
生
薛
な
る
意
義
を
定
め 

な
れ
ぱ
な
ら

.

ぬ。

> :

今
例
へ
ぱ
物
®
的

物

仲
の
生
産
に
就
て
云
へ
，ほ
"

生 

直
せ
ら
る
、
も
の
は
確
か
に
其
の
物
質
的
物
仲
を
構
成 

す
る
物
.質(matter)

で
は
な
い
。
义
總
て
の
人
間
の
努 

働
は
何
れ
も
物
®
の1

微
片
を
さ
へ
生
直
し
得
な
い
の 

ヤ
あ
る
。
從
て
吾
々
は
物
質
を
創
造
す
る
こ
す
が
出
來 

::

な
い
け
れ
も
、
吾
々
は
牧
質
に
®
々
の
性
質
を
與
へ 

て
無
用
物
を
ぱ
有
用
物
な
ら
し
め
得
る
ル
で
あ
る
。
即 

ち
セ
ィ
の
云
べ
る
如
く
？
吾
々
の
生
産
す
る
も
の
は
常 

に
效
用(utiuty)

で
あ
る
。
牧
に
勢
働
は
物
仲
を
创
造

:

す
る
も
の

.

で
は
な
く
し
て
'、
效
用
を
劍
造
す
る

.

も

の
:,
 

あ
る
。
道
に
香
々
は
物
仲
其
物
を
消
費
レ
れ
又
は 

破
壊
し
り
す
る
こ
せ
が
出
来
な
い
。
去
れ
ぱ
消
氣
若 

く
は
破
壊
の
結
果
殘
存
す
る
も
の
は
、
其
の
形
態
に
多 

少
の
變
化
こ
そ
あ
れ

"

其
の
物
伸
を
構
成
す
る
物
.質
其 

物
’て
あ
る
。
換
言
す
れ

.

ぱ
眞
に
消
，費
：せ
ら
る

A

も
の 

は
、
其
の
物
件
が
適
用
せ
ら
る
可
き
自
的
に
相
應
せ
る 

諧
性
質
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
‘セ
ィ
其
の
他
の
經
濟
學 

者

に

依

て

問

は

る

、
如

く

"
"
何

故

に

效

用

を

生

廣

す

る 

'

總
て
の
勞
働
は
生
廣
的
’̂
:̂の
み
考
ら
れ
得
ざ
る
か
云 

ふ
こ

W

、
な
る
の
で
あ

.

る
。
例
へ
ぱ
司
法
官
や
微
®
や 

立
法
家
や
金
剛
石
谱
人
等
の
勞
働
は
有
故
に
不
生
®
佛 

な
り
や
ご
云
ふ
こ
ご

\

な
る
の
で
あ
る
。
如
何
に
も
越

'
 

.

て
の
勞
働
は
效
用
を
生
產
す
る
も
の
で
あ
る

I
s

し
て
，
 

若
し
效
用
の
生
産
な
ち
說
が
充
分
に
生
.産
的
勞
働
の
觀 

念
を
表
現
す
る
な
ら
ば
"
*
此
の
問
題
は
も
ら
消
滅
し
て 

し
ま
う
。
然
ら
ぱ
生
産
的
及
び
不
生
産
的
な
，る
語
は
何

银
十
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を
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し
て
人
間
に
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た
し
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る
所
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諧
性
質
を
其
蓉

< 

A
l
t
s 

^

I

f 

r

>

m
I
.

I

4 

M

 

/
I
, 

t

t
 

n

v
 

L
P
I
K
U
I

，當

然

生

産せ
ら
る〜

嫌
る
物
件
の
觀
念
を
包
八，

2

す
る
も 

.

の
で
あ
る
。
而

し

て

通

說に
，依
れ
ば
此
の
或
る
物
仲
ざ 

は
效
用
を
指
す
に
は
非
す
し
て
、
富
を
云
ふ
の
で
あ
る 

ご
思
ふ
。
併
し
在
に
は
ミ
ル
の
富

化
■
す
る
觉
解
を
省 

略
す
る
が
、
富
の
定
義
は
ぽ
に
前
稿

(

三

)

の
中
に
紹
介 

て
あ
る
。(S

V
K
S
S
a
y
s

 P, 7
6

 ; Mill, s
n
d
p
l
e
s

 

o
r

.
P

o
l

i
t

i

 c
a
l
l

 

E
c

o
n

o
B

y
.

,

 

.
1

3
4

 3
>

.

 e
d

i
t

e
d

 

.
.

b
y

.
:

A
s

h
I

e
y

y
p

,

 

o

 

ン
.

4

-
 

r 

.
 
:
 
.
 ;

ノ 

：
 

‘
 
.ン
：

,

然
る
に
ミ
グ
の
所
說
.を
追
へ
ぱ
t
勞
働
に
依
て
注
産 

せ

ら

る

、
效

用

に

は

次

の

三

糖

妬

が

あ

る

。

(

館

一
)
，

外
的
劉
象
に
®

著
體
化
せ
ら
れ
た
る
效
用 

(

第

1
D

人
間
に
，圓
著
體
化
せ
ら
れ
た
る
效
用
及
び 

(

鎮
三)

如
何
な
る
纖
象
に
も
固
著
體
化
せ
す
し
て 

一
の
働
き

(
a

 

s
e

r
v

i
c

e

 

r
e

n
d

e
r

e
d)

た
る
こ

留

ま

る
 

..

效

用
，
 

：

,
是
れ
で
あ
る
。
即

第一

の
效
用
は
ゃ
外
界
の
物
®
的
物

パ；^

化^

か

ド

き

P

髮

た*
f

 

て：

て
'-\ 

g
_

て'̂

.iv;;

:

:
づ
ぐ
ル
で
あ
る
。
W
へ
ば
昔
盤
家
、
.側
優
、
興
業
帥
、
 

一：
：
：軍

人

、
/立
.法
者
、
司
法
食
、
：T

般
官
吏
等
の
勞
働
の
如
：
 

.

.

.

.

.

さ
仏
.之
に
愿
す
る
.の
で
あ
る
。 

■
,

ば
然
ら
ぱ
如
上
三
種
の
效
用
.中
：何
れ
が
生
産
的
な
レ
；，： 

や

。

之

に

就

て

、、、

"

^
見
解
は
下
の
如
く
で
も
る
。
卯 

ブ
.
/

i第
H
め
效
用
は
享
樂
せ
ら
る
：V
間
の
み
存
在
す
も
快
，
 

樂
ょ
ら
成
^

>又
演P

せ

ら

る

、
問

の

み

存

狂

す

る

勸 

勞
ょ.T

成
る
が
故
に
富
€
は
云
べ
な
い
。3

し
之
に
は 

:多
少
の
例
外
が
あ
つ
て
ん

；：

衆

知

の

隱

⑩

の
場
合
を
除
< 

も
の
：で
あ
る
。今
論
.

】13

を
明
瞭
な
ら
じ
む
る
：た
.め
に
，

-

-
-
I

 ̂
J
. 

^
 

‘ 

i 

メ
 

I
r
^
l

貴
が
物
仲
に
與
へ
る
，場
合
に
使
用
せ
ら
る
\
努
働
に
基 

つ
ぐ
も
の
に
し
て
、
通
®
の
場
合
は
總
て
之
に
屬
す
る 

の
で
あ
る
。
又
第
二
の
效
用
は
、
各
個
の
人
間
を
し
て 

I

自
他
に
役
立
た
し
む
る
所
の
諧
性
賞
を
人
間
に
與
へ
る 

場
合
に
使
用
せ
ら
るy.

努
働
に
基
づ
く
も
の
R
し
て
、

例
へ
ぱ
敎
育
上
に
於
け
る
敎
邮
の
努
働
や
保
储
上
に
於 

け
る
醫
師
の
勞
働
の
如
き
は
之
に
®
す
る
の
で
あ
る
0 

最
後
に
第
！ニ
の
效
用
は
、
期
間
I

f
 

Mせ
ず
、
與 

I 

る

快

集

、
避
け
ら
る
\
不
便
若
く
は
苦
痛
に
基 

I
hっ
ぐ
も
の
な
る
が
、
或
る
人
又
は
物
の
改
善
さ
れ
力
る 

I
諧
ゼ
質
丄
に
全
然
永
纖
的
習
得(a permanent a

c
q
u
r

: 

き
n
)

を
殘
さ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
斯
る
種 

類
の
效
用
は
、
勿
論
直
接
に
效
用
を
生
す
る
場
合
に
®

，用
せ
ら
る
-
も̂
の
な
れ
ご
、
第

！

及
び
第
二
の
場
合
に 

.
於
け
る
が
如
く
或
る
他
の
物
件
E

て
效

用

を

生

せ

し

享
く
る
人
は
職
か
も
富
裕
な
らV

v
"

义
彼
等
の
揉
過 

が
決
し
て
改
善
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
集
積
し 

:

得
る
有
用
の
生
産
物
を
ぱ
富
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
、

，
 

慣
例
に
對
す
る
斷
平
た
る
逮
背
の
事
賞
が
な
い
の
で
あ
，
.
 

る
。
而
し
て一

國
に
於
け
るH

匠
の
熟
練
、
精
力
*
及

，
 

び
努
力
は
ブ
彼
等
工
匠
の
道
具
及
び
機
械
ビ
同
樣
じ
其
一
：：，
 

の
國
に
於
け
る
富
の
一
部
分
ビ
考
へ
ら
る
、
の

で

あ
<:
 

る
。
此
の
定
義
に
依
れ
ば
人
間
に
體
化
せ
ら
れ
な
る 

マ

」

"
將
又
或
る
他
の
有
生
的
若
く
は
無
生
的
對
象
に
體 

化
せ
ら
れ
れ
る
ご
を
間
はす

-
"

永
綴
的
效
用
の
創
造
に

も
の
で
あ
る
C

令
論
酉
を
，明
瞭
な
ら
し
む
る
.

た
め
に
J

、、

化
せ
ら
れ
ね
る
ご
を
問
は
す
、
永
綴
：
ガ

ぜ

建

K

 

ル
の
富
に
.關

す

る

所

說

を

略

記

し

や

ぅ

。

'

元

来

富

な

る\

使

用

せ

ら

る

、
總

て

の

勞

働

は
>
 

之
を
生
産
的
と
考
へ 

®
念
に
取
て
は
集

P

せ
ら
れ
得
る
マ」

云
ふ
こ

y
?

は
缺
く 

一
 

M
i
i
r
v

 

I
 2

;
-
6

 

^

-

6ら
Q

。

ミ
ゲ
は
、M

を
&

し
て
前 

.

可

ら

ざ

る

，
も

の

，
で

あ

.

.る

，
.
。
，
，
.
'
叩

ち

ミ

ル

Q

思
考
す
る
所
.

に
，

從
へ
ぱ
、
生
産
さ
れ
で
使

S

せ

ら

る

、
迄

若

干

の

湖

問 

一：に
百一

て
貯
藏
保
有
さ
れ
得
ざ
る
物
#

‘
は

、

毫

も

富

，
ご

看
 

做
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ぱ
如
何
に
其
の
多 

量
が
生
産
さ
れ
享
樂
せ
ら
る
ざ雖

"
"

之
に
依
て
刹
益
を

鎮
十
八
卷

a

 

m

三)

雜

.錄

生
鹿
的
及
び
不
生
産
的
ガ
る
語
じ
就
义

な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
去
れ
ぱ
ミ
ル
は
、
依
然
t
し
て
前 

著If4

濟
學
上
宋
定
の
諸
問
題」

ゆ
の
所
説
を
支
持
す
る 

の
で
あ
る
。「

前
號
所
载
拙
稿
七
參
照)

併
し
所
謂
非
.物
®

的

生

産

物

(immatefial proiuct)

を
富
考
へ
る
場
合
に
は
、
通
常
暗
默
の
間
レ
物
質
的 

生
産
物

€
の
關
係
を
是
認
し
て
居
ろ
や
ぅ
で
あ
る
。
即

银
八
跳 

七
九

!



ニ一

时g
〕

細

錄

廣

的

5

K
ル
：廣

る

5

就
て 

,:

も

H

匠
の
熟

練

に

し

て

も

"
：物

質

的

意

義

に

於
け
る
富 

の
獲
得
手
段
た
る
場
合
に
の
み
富V

考
へ
ら
る
、
の
で 

あ

る

。
，換

言

す

れ

ぱ

S

買
せ
ら
る
可
き
物
品
を
看
故 

.る
、
揚
合
を
除
け
ぱ
> 
人
間
の
天
才
、
有
德
、
®
能
等 

へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
從
て
生
産
物
の
永j 

纖
性
に
重
き
を
置
ぐ
新
.術
語
を
案
出
せ
ざ
る
限
I

.お
一 

物
質
的
生
産
物
はT

般
に
富W
看
做
さ
れ
難r ,

の
で
あ

取
る
，見

解

の

ミ

ル

に

依

れ

ば

、
富
タ

J
は
尊
ら
所
謂
物 

贸
的
賓
を
指
す
の
であ

.：N 
.
又

は

生

ぶ

 

 ̂
て
♦
質
的 

^

 

き
 

 ̂

る
数
力
を
指
す
の
で
あ
る
。
併
じ
ミ

.ル
：は
生
産
的
勞
働 

を
斯
ろ
意
義
じ
限
定
す
る
ご
は
云
ひ
な
が
ら
も
、
尙
ま 

其
の
制
限
さ
れ
た
る
意
義
の
；範
圓
極
度
に
伸
長
す
る 

も
の
k
し
て
即
ち
其
め
直
接
の
成
渠
ダ、レ
し
て
物
質
的
生
，
 

廣

物

を

生

産

せ

も

、
：其
の
：

g

極
め
結
梁
が
物
質
的 

生
，齋
物
の
增
加
で
あ
る
場
合
に
は
欺
の
盤
働
を
指
し
て

银
八
號 

A
O

生
®

的

勞

働

5」̂

稱
す
る
に

.

慎
&

な
い
ご
斷
言
し
て

£
2

 

る
。
從
て
物
品
を
製
造
す
る
熟
線
の
習
得
に
投
せ
ら
れ 

た
る
勞
働
は
生
産
的
勞
働
ビ
な
さ
る
、
の
で
あ
る
。
ン 

し
夫
れ
は
*

練
其
物
に
基
づ
ぐ
に
は
非
す
し
て
，
其
の 

:

熟
線
に
依
て
創
造
せ
ら
る〜

製
造
品
に
重
き
を
置
ぐ
の 

で
あ
る
。
何

€

な
れ
ば
其
の
熟
練
の
劍
造
に
は
、
其
の 

職
業
を
習
得
す
る
努
働
が
®
本
的
に
役
立
つ
か
ら
で
あ 

る
。
其
の
他
官
吏
の
数
働
も
、
亦
産
業
の
隆
盛
上
に
缺 

<
巧
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
生
産
的
努
働
ご
云
ふ
こ 

ざ
が
出
來
る
。
但
し
此
の
勞
働
は
農
失
や
棉
絲
妨
續
エ 

の
努
働
の
如
く
直
接
的
性
質
を
有
せ
ず
し
て
、
間
接
的 

性

質

を

有

す

る

も

の

で

あ

る

。

要

之

ミ

ル
の
！！！

を
摘 

記
す
れ
ば

"

如
上
の
第
一
及
び

®

ニ
の
效
用
を
生
産
す 

る
勞
働
は
、
何
れ
も
生
淹
的
勞
働
マ」

呼
ば
る
可
き
て
あ 

る
。
就
中
館
一
の
も
の
を
以

V
-

生
廣
的
勞
働

y
j

呼
ぶ
の 

.

で
あ
る
。
反
之
第
二
！の
效
用
を
生
産
す
る

.

務
働
は
不
生 

的
勞
働
ご
呼
ば
る
、
の
で
あ
る
。
以
下
少
し
く
ミ

)

I
I
I

I1

II
I
I
II

の
不
生
産
的
勞
働
に
對
す
る
說
明
を
.
開
か
ぅ
。
：

リ1

ミ
，

V

に
從
へ
ぱ
ー
不
生
廣
的
努
働
ビ
は
何
等
物
質
的
富
. 

を
静
造
せ
.

さ
る
も
め
-

を
云
ふ
の
で
あ
る
.

。
，.

一.

即
ち
不
生
.
.産： 

的
数
働
は
如
何
に
有
利
に
行
は
る
、
ビ
も
一
般
社
會
を 

富

裕

な

ら

し

め

す

し

：て
>
 

.却

て

勞

働

乾

が

不

生

産

的

に 

:

消
費
す
る
數
量
史
け
，

K
.

般
肺
會
を
貧
困
な
ら
し
む
る
も 

の
で
あ
る
。
通
常
經
濟
學
の
術
語
を
以
て
，云
，へ
ば
"
享 

樂
の
.

永
纖
的
手
段
の
現

W

集
積
貴
を
全
然
增
加
せ
し
め
、
 

し
て
直
接
的
享
樂
の
目
的
を
終
始
す
る
所
の
：勞
働
、
 

は
、
總
て
不
生
産
的
勞
働
で
あ
る
"：
今
ミ
ル
の
與
へ
れ 

る
定
義
に
從
へ
ば
"

永

續

的

：利

織

に

終

る

，勞

働

ざ

雖 

も
，
若
し
何
等
の
物
廣
的
生
，產
物
を
增
加
せ
し
め
す
ぶ 

す
れ
ば
、
如
何
に
重
要
な
る
務
働
で
あ
る
*
^
.
し
て
も
*
 

，‘不
生
®
的
勞
働
の
中
に
加
へ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

例
へ
ぱ
.

成

る

友

人

の

生

命

：を
救
#

す

る

勞
働
の
如
き
に 

し

て

も
>
 

典

の

友

人

が

生^

的

勞

働

者.

に
し
て
S

己
の

消
費
す
る
以
上
に
生
廣
す
る
時
に
は
，
生
廣
的
勞
#
の 

中

に

加

ベ

ら

る

、
が

然

ら

ず

ん

ぱ

不

生

廣

的

勢

働

を

云 

ふ
の
で
め
る
。
之
に
類
似
す
る
も
の
に
は
僧
侶
、
宣
敎 

師
等
の
勞
働
が
あ
る
。
勿

論一

般
的
に
は
僧
®
、
宣
敎 

師
等
の
勞
働
は
、

一
國
の
物
質
的
生
産
物
の
集
積
量
を
：
 

.
減

少

さ

せ

る

も

の

ざ

考

へ

ら

る

、
が

故

じ

、

不
生
産
的 

，勞

働
.

ド-

稱

せ

ら

る

、
の

を

？お

タ

す

る

。

:

,
,卞
併
不
生
齋
的
勞
働
は
、
生
.撒
的
勞
働
ざ
同
じ
く
有 

用
で
あ

ら

う

。
或
は
其
の
便
用
が
域
な
る
快
樂
的
感
覺 

に
留
ま
つ
て
、
其
消
減
せ
る
扱
に一

の
族
跡
を
さ
へ
残 

さ>

 
る
こ50

も
あ

ら

う

。
成
は
斯
る
感
覺
を
さ
へ
與
へ
.
 

す
し
て
*
全
く
浪
費
に
終
る
こ
も
あ

ら

う
0
何
れ
に 

し
て
も
不
生
産
的
勞
働
の
®
合
に
は
脑
會
若
く
は
人
類 

は
毫
も
其
の
富
を
增
加
せ
す
し
て
、
貧
困
に
陷
ろ
も
の 

で
あ
る
。
今」

物
を
も
生
靡
せ
ざ
る
人
に
依
て
消
費
せ 

ら
れ
力
る
總
て
の
物
質
的
物
件
は
"
一
時
®
會
の
總
物 

質
的
生
産
物
中
よ
ら
減
少
す
る
も
の
に
し
て
、
若
し
不

餓
十
八
卷(

ニ 
M

玉)

.
雜
錄
生
逆
的
及
び
不
巫
廣
的
な
る
：

t
l
i

就て

焚
聰

八



俄
十
八
卷(

！

ハ)

雜
錄
生
逸
的
及
‘ひが生遊的なる識に就て

供八號

生

蔬

的

に

消

費

せ

ら

れ

な

か

，ジ
た
と
す
れ
ぱ
ゾ
；社
會
は 

夫
れ
丈

：&
.

餘
分
に
，所
有
し
た
る
#

で
あ
；る
？
併
し
社
會 

は
、.
.

不
生
.

廣
的
勞
傭
に
依
て
富
裕
な
ら
ぬ
も
の
.で
は 

あ
る
け
れ
ご
も
、
之
を
個
人
的
k

f

t

れ
ぱ
一
槪
に
然
り 

.

を

は

云

へ

ま

い

。

卯

ち

或

る

不

，：

^

激

的

勞

働

者

.：！
、
、
自 

己
の
努
働
ょ
り
快
樂
费
ぐ
は
利
益
を
所
得
す
る
人々

に
：； 

依
て
，
赏
の
源
衆
ご
な
る
可
さ
報
酬
を
‘與
へ
ら
る
i
で 

あ

ら

ぅ

。
，併

し

不

生

産

的

勢

働

者

の

利

得

は

、
相

手

の

，一
 

損
失
に
依
て
平
均
さ
れ
‘

る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
不 

生

淹

的

勞

働

め

購

買

者

：は
；：

彼
等
：の
：支

出

ぶ

全

然

等

慎
；； 

値
な
ふ
物
仲
を
收
变
す
る
に
は
相
違
な
い
が
、
彼
等
は 

之
が
ね
め
に
夫
れ
す
け
贫
M

ど
な
る
の
で
あ
る
。
例
へ 

ぱ
徘

g

の
給
金
は
，
：觀
客

0

基
金
中
：ょ
ら
檢

出

さ

れ

：る
；.
，
 

も
の
で
は
あ
る
が
、
觀
客
に
取
て
は
何
等
富
を
與
へ
ら 

れ
な
义
.
の
‘

て
あ
る
即
ち
社
愈
全
體
ょ
b

觀
れ
ぱ
俳
優 

の
勞
働
は
何
物
を
も
生
じ
な
い
の
ホ
あ
る
。
從
て
其
の

八

け
が
生
産
的
で
あ
る
。
斯
く
云
へ
ぱ
ざ
て
不
生
産
的
勞 

;

、働
は
、
社
會
を
毫
も
富
裕
な
ら
し
め
な
い
ビ
斷
す
る
も 

の
で
は
な
い
"
例
へ
ぱ
併
★
利
の
歌
劇
役
者
や
傭
蘭
西 

の
舞
踏
家
等
が
他
國
に
於
て
典
行
し
て
、
其
の
利
得
.
 ̂

自
國
に
送
金
す
る
場
合
に
は
斯
の
如
.
不
生
産
的
勞
働 

も
、
亦
夫
々
併
太
利
な
b
佛
蘭
®
な
ら
に
取
て
富
の一 

源
嚴
ご

な

る

の
で
あ

る

。

其
の
他
一
.國
が
他
國
べ
僕
略 

し
て
其
の
國
の
.物

品

掠

奪

し

去

る

が

如

き

も

、

亦

然
 

b
で
あ
る
。
併
し
斯
の
如
き
勞
働
ご
雖
も
、
之
を
世
界 

全
體
ょ

み

觀
れ
ぱ
何

物

を

も

此
の
世
界
に
殘

さ

ぐ
る
も 

の
で
あ
る
。
去
れ
ぱ
斯
の
如
き
動
努
は
、
若
し
有
用
な 

タyj
す

れ

ば

、

世
界
的
に
物
賀
的
富
の
一
部

を

■
牲
に 

供
し
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
又
若
し
夫

れ 

が
無
用
な
ら
ざ
す
れ
ば
、
夫
等
の
勞
働
者
の
消
費
す
る 

I

切
は
世
界
に
収
て
浪
費
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

乍
併
浪
費
に
陷
る
は
、
獨
ら
不
生
産
的
勞
動
に
.

限
る

ぎ

炒

廣

が

自
 rtl

の
，收

..入
の

.

1

郁

.を

.サ

を

.‘す
 
1
,5,
-
-
.
、

 

.
C 

I 

i
 ……

 

,

'
 

'
 

I
.
' 

I,

,
も
多
額
で
あ
る
ビ
す
れ
ば
、
生
®
的
勞
働
も
亦
浪
費
に 

歸
す
る
：の
；で
あ
る
。
又
；若
し
勞
働
が
熟
棘
を
欠
く
か
，

若
く
は
指
導
者
が
判
斷
を
欠
さ
て
生
.能
的.i

業
の
適
用 

を
誤
ま
る
ご
す
れ
ぱ
乃
至
は一

一
匹
め
‘海
ご！

人
の
数
働 

，タ
し
を
以
て
事
足
る
場
合
に
.三
匹
の
勝
を
一
人
の
勞
働
ヒ 

を
以
て
耕
転
す
る
農
夫
あ
な
ざ
す
れ
ぱ
、H

、

の
餘
剩
数 

,

:

,,働
は
©
令

生

産

の

目

的

に

使

用

せ

ら

れ

た

ぶ

す

る

-
^
畢 

覚
浪
费
に
終
る
タ
謂
ふ
可
き
で
み
る
。
其
の
他
新
方
法
.

が
徵
見
せ
ら
れ
れ
る
場
合
R
其
の
，效
来
が
«
方
法
に
®

る
所
な
し
タ
す
れ
ば
"，
其

の

敬

明

及

び

之

が

®

用
に
投 

せ
ら
れ
れ
盤
働
も
、
同
じ
く

®

®
に
終
る
V
の
ご
謂 

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
俳
し
生
，

S

的
勞
働
雖
も

1

國 

:
.民
，を
贫
困
な
ら
し
め
る
.こ
.ざ
か
A
る
‘，.：..，；
則

ち

典
.の
..勞

顿 

め
生
産
す
る
富
、
換
言
す
れ
.嫁
の
勞
働
に
依
て
增
加
，

せ
ら
れ
た
る
^̂
用
恭
く

は
快
適
な
る
.物
件
が
直
接
に
欲 

ま
せ
ら
る
、
種
類
に
®
プ
る
®
合
是
れ
で
あ
る
。
例
へ 

M
ぱ
生
産
量
が
：
現

在

の

要

量

に

；
超

過

し
々
る
：，時
の
如

I
IIIま

又
は
投
機
家
が
商
業
上
の
必
要

U

先
立
ち

V
-

船
渠 

及
び
倉
庫
を
建
設
す
る
が
如
き
で
あ
る
。

續
い
て
ミ
ル
の
與
へ
た
る
生
®
的
消
費
及
び
不
生
廣 

，的

消

費

の

意

義

を

尋

ね

や

ぅ

。

，

:

+

U

 

:
 

- 

，
提

て

生

衆

的

及

び

不

生

產

的

な

る

K

別
は
、
数
働
に 

於
け
る

5
0

等
し
く
，
消
費
に
も
適
用
す
る
こ
マ」

が
出
來 

る
。
ま
會
の
全
員
は
、
悉
く
勞
働
者
マ」

は
云
へ
な
い
が
、 

彼
等
は
悉
く
消
費
者
ヤ
は
あ
る
"

而

し

て

其

の

消

®

は 

:

生
産
的
な
る
か
將
又
不
生
廣
的
な
る
か
"

其

の！

で
あ 

る
。
ミ
ル
に
依
れ
ば

(

ィ)

執
行
め
勞
働
た
る
ミ
指
導
の 

勞
働
れ
.

る
ビ
を
問
は
す
、
生
廣
的
务
働
者
は
何
れ
も
生 

産
的
消
®

者
で
あ
る
。
之
に
反
レ
て(

ロ 

)

直
接
た
る
を
’ 

間
接
た
る
ざ
を
論
せ
ず
生
®

に
何
等
の
貫
献
を
な
さ

< 

る
者
は
不
生
産
的
消
費
者
で
あ
ろ
。
併
し
生
産
的
努
働 

者
の
消
費
ご
雖
も
"

悉
く
生
廣
的
消
毁
者
で
は
な
い
。
 

何
ビ
な
れ
ば
生
産
的
勞
働
者
も
時
に
は
不
生
産
的
消
®

银

す

八

お(1
1

四
七)

颗

，生
座
的
及
ぴ
不
か
産
的
な
る
賊
じ
.就
て

然
八
號

5

I



^

1

$

八

盤

|
<ニ
四
八)

離

0

生
遗
的
及
び
不
生
産
的
な
る
譲
に
就

て

，
 

受
J

ん
闽

.を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
卯
ち
生
産
的
勞
働
者
が
其
の
信
：：
，其
の
生
産
原
料
に
存
す
る
ご
、
其
の
生
S

具
に
.在
る 

ま
な
&
其
の
精
力
な
ホ
其
の
能
力
な
，

0

を

維

持

し

又

は

ざ

、
將
又
#
其̂
の
人
々
に
存
す
る
と
は
之
を
間
は
な
い

★ 

,改
善
す
る
た
め
に
、
1或
は
，§
已
を
，相
績
す
1
5き̂
生
産
的
の
で
あ
る
。

勞
働
者
を
養
成
す
る
ル
に
消
歡
す
.る
者
は
> 
生
産
的
.

乍
併
社
會
に
は
唯
だ
不
生
産
的
消
費
の
目
的
に
の
み 

が
嚴
で
あ
る
。
併
し
快
樂
又
は
奢
侈
，に
對
す
る
消
費
一
供
せ
ら
る
、
生
産
物
が
多
々
あ
る
。
例
へ
ぱ
金
モ

I

ル 

は
、
其
の
怠
墮
？

依
るW
將
义
動
勉
激
に
依
る
ご
を
鳳
梨
等
の
年
々
の
消
费
は
不
生
S

で
あ
る
。
然
ら
ば
，，

.

問
は

t

v

不
生
産
的
滞
費
中
に
加
へ
ら
る
可
き
で
あ

一
通
常

S

濟
學
者
の
用
法
に
從
へ
ぱ

"

是
等
の
物

S

生

，

る

。

何
5

れ
ぱ
生
適
は
其
の
目
的
で
？

、
又

之

に

産

に

使

用

せ

ら

る

、
勞
働
は
不
I

的
で
あ

る
I

は 

，
依

て

生

産

は

f

進
5

し

め

ら

れ

な

い

か

ら

で

あ
S

れ
ぱ
な
ら

a
。

®

於
：て
ミ
ル
は
次
の
如
く
響 

レ

る

。
他
し
享
樂

S

せ

ら

る

、

も

の

.
S

も
、
？

程

.

し

て

：
居

る

。

日

く

「

不

生i

消

費

者

の

使

用

に

供
す

：：：：：

,

庇
迄
は
‘必
喪
品
の
中
£

へ
ら
る
可
さ
で
あ
る
？
何

と

ら

る

i

件
を
生
産
す
る
努
働
は
> 
询
に
社
會
を
永
S 

M 

な
れ
ば
夫
れ
丈
け
の
享
樂
I

ひ
な
け
れ
，I

I

最
的
に
富
裕
な
ら
し
む
る
も

の

，に
非
？

ごr

か
の
不
^

I

f

む
I

I

るこ
"

"

が
出
來
な
い
か
"

、
斯

る

部

一
I

人
間
の
§

に
洋
服

I

製
す
る
洋
服
屋
は
生
®

"

分
は
生
r

九

き

-
な̂
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
一
的
勞
働
者
な
れ
ど
も
、
A
週
後
乂
よ
A
月
爱
4
.
^

!

i

消
I

何
：I

。
E

i

i

力 

一.

%
Q

d
u

c
t

l
v

e

 

P
0

W
1

:

を

維

持

し

，
又

滑

加

す

る

も

2

 

5

代
替
物
を
一
も
生
産
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら

る
は

恰
か

-

^

劇
場
の

1
:

席を購ふ
ために同
額を支拂
‘

抑

も

！

國
の
生
産
物
に
就
て

云

へ
ぱ

>
 

(

ィ)

生
辦

的
‘

へ
る
ざ
同
様
で
あ
る
。
但
し
其
め
洋
服
の
存
在
す
る
間
.
，
；に
消
費
せ
ら
る
可
き
湿
命
を
有
す
る
も
の
は
、
其
の1 

は
.
社

會
，の

富

は

炸

服

の

勞

働

に

依

て

增

殖

せ

ら

れ

，部

分

に

過

ぎ

な

い

の

で

あ

る

0 (

口)
而
し
て
，
其
の
幾 

し
も
の
で
あ
る
。
又
前
述
の
金
レ

r
,

ま
び
鳳
梨
の
場
，
條
の
部
分
は
、
生
産
者
の
不
生
産
的
消
®
ご
不
生
産
的 

'ト
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
 ̂

合
に
し
て
も
、
其
の
消
®
せ
ら
れ
ざ
る
間
は
明
か
に
富
，i
隙
級
の
全
消
费VJ

に
用
ひ
ら
る
，
も
の
で
あ
る
。
今

ギ

：

:

の
.

一
部
分
で
あ
る
。

.
 

生
産
の
中

(

ィ)

の
目
的
に
適
用
せ
ら
る
、
割
合
が
、
其

ん 

:

:

以
上
に
依
て
吾
々
は
、I

I

社

會

の

富

に

取

て

生

産

的

，

.
，の
半
ば
に
及
ぶ
と
假
定
よ
。

(
1

)

然
ら
ぱ
其
の
國

の

，：:

r 

勞
働
及
び
不
生
産
的
戲
働
の
®

別
よ
り
も
.

r

層
重
要
な
，j,

永
纖
的
富
が
依
存
す
可
き
作
業
に
從
事
す
る
も
の
は
、

，，

る
愿
別
ゆ
.

存
す
る
こ
と
を
知
る
：の
で
あ
る
C
即

ち
其
，の

一

即

ち

其

の

國

の

生

産

的

勞

.

働
者
の
半
數
に
過
ぎ
な
い
の
h

:

M

:
.

 

"

廣

別

：ご
は
、

生

濟

的

消

費

に

物

品

を

供

：給

す

る

た

め
： .

の

で

あ

を

。(

二)

而
し
て
他
の
半
數
は
、

歲
々
子

 々

勞
働
？
及
び
不
生
産
的
消
费
に
物
品
を
供
給
ず
る
た
め
.

孫
々
報
酬
な
く
し
て
消
費
せ
ら
れ
又
減
失
す
可
き
物
仲 

:
の
勞
働
是
れ
で
.

あ
る
。
換
言
す
れ
ば一

國

の

生

章

的

資

の

生

産

從

事

す

る

譯

で

あ

る

。
去
れ
ぱ
此
の
半
數
の 

一
源
を
維
：持

し

！

^

之
に
附
加
す
る
た
，あ
に
雇
傭
せ
ら
る
、
T

人
々
が
消
費
す
る
も
の
は
、
：悉
督
國
民
的
資
源
の
上
k
 

努
働
然
ら
ざ
る
勞
働
ご
の
K

別
是
れ
で
あ
る
。
次

に

永

續

的

結

果

を

及

，ほ
さ
レ
る
も
の
に
し
て
、
☆
か
も
下 

之
に
對
す
る
：ミ
‘

ル
の
說
明
を
紹
介
し
て
、

ミ
ル
の
所
說
生
産
的
に
滑
費
せ
ら
る
、

同

1

で
あ
る
。

を

完

結

せ

し

め

や

ぅ

。

 

之
に
反
し
て
今
生
産
的
勞
働
者
の
後
平

(

即
ち

(

ニ)

,

±

f

 

. 

の
勞
働
者

)

が
作
業
を
中
此
し
て
、
政
府
若
く
は
數

®

.

第
十
八f

 

(

1

5

九)
m

 

0

生
廣
的
及
び
不

i

的
な
る
語
に
就
ズ 

热

八

鎭

八

瓦



镇

十

八

卷(
1
1

五0
)

赖

錄

ル

：遗
的
及
び
不
生
産
的
な
に
就
て

筋
八
號

八
ノ、

::ょ
^

の
支
絵
に
依
て

1

ギ
間
無
爲
にI

過
し
た
せ
假
定
せ 

ょ
。
；
併

し

若

し

も

生

M

的
勢
働
者
の
前
平

X

即
ち

(

一.)

 

，
の

努

働

者

)

が
其
の
勞
働
に
继
事
す
る
ご
せ
ぱ
、
從
前 

の

，
如

く

彼

等

自

身

の

，必

要

品

と

他

の

人

々

，

(

即

ち(
1

1
)

 

の

勞

働

者
>
:

の

必

要

品
w

ホ

：
供

給

ず

る

に

：
足

.
：
^
、

又

原
 

料
及
び
要
具
を
徽
損
せ
ず
に
維
持
す
る
に
足
る
で
あ
ら 

う
。.

尤
も
之
が
た
め
に
不
庫
的
階
級
は
、
飢
餓
に
苦 

ハし
ひ
か
成
は
夫

自

身

の

，
生

活

資

料

を

，生
産
せ
ざ
る
可
ら 

ざ
.
る

力
に
至

ら

、
.
而

し

て
全
社
會
は

J..

年
間
取
な
る
必 

要
品
を
以
て
滿
足
せ
ざ
る
を
得
な
い
て
あ
ら
う
0

併

し
 

生
産
め
源
嚴
は
毫
も
損
番
を
蒙
む
ら
ざ
も
が
故
に
、
翌 

年
に
及
ん
で
必
す
し
も
生
産
の
減
少
を
來
ず
こ
と
は
を 

い
で
あ
ら
う
。
恰
か
も
其
の
狀
態
は
、
前
述
せ
る
£

>

 

の

努

働

者

がI

定
期
間
其
の
活
動
を
止
せ
ざ
ら
し
場
：
 

合

ミ

同

：
樣

で

あ

ら

う

。

然

る

に

之

ご

，
反

®

に

若

し

(

：
ー

)

:

の
勢
働
者
即
ち
生
廣
的
勞
働
者
が
：其
の
通
常
の
職
業
を
' 

,

: 

« 

• 

- 4
 

: 

•

ン 

f 

(1
1

)

>
1
9
 

ゾ、

 ̂

マ 

IV 
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其
の
職
業
を
繼
續
す
ビ
す
れ
ば
、
十
ニ
ヶ
月
の
後
に
於 

け
る
其
の
國
は
全
然
貧
困
の
境
界
に
陷
る
で
あ
ら
ぅ
。

乍
併
富
裕
な
る
國
に
於
て
其
の
年
生
藍
の
多
量
が
不 

生

査

的

消

費

に

供

せ

ら

る

、
，

)

を
を
遺
成
に
®
ふ
は
藍 

.た

さ̂

！！̂
ど

謝

て

あ

ら

ぅ

勿

論

社

會

か

ぜ

の

必

要

品

.を 

割
さ
て
快
樂
の
た
め
に
又
總
て
の
高
尙
な
る
使
旧
の
た 

め
に
充
つ
る
こ
を
多
き
は
、
悲
し
む
可
さ
で
あ
ら
.フ
0 

，
而

も

此

の

部

分

の

生

産

物

は

、
單
な
る
—

®
.
の
欲
望
を 

除
外
し
て
其
の
a
會
の
凡
ゆ
る
欲
望
に
供
す
る
爲
あ
の 

基
金
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
此
の
基
金
は
其
の
享
樂
の
；
 

手
段
ざ
總
て
ゆ
不
生
産
的
目
的
を
遂
行
す
ろ
力
ご
の
规 

矩

(the measure 

o
f 

Its means of enjovment, and 

2 irs 

力ow
e
r

 of 

a-ccomplishlng all 

srnoses not 

praduotlve)
で
あ
.6。
去
れ
ぱ
斯
の
如
き
自
的
に
適
用 

せ
ら
ろ
可
餘
剩
の
多
額
な
る
こ
ぶ
は
慶
賀
す
可

^
5
0
;こ

V

し
、
謂

は

ね

ぱ

な

ら

ぬ

。
此

の

場

合

に

注

意

す

可

き

こ 

を

は

，
此
カ
餘
劍
の
分
配

...
上
：.に
=.於
け

る

-不J4-,

等

'で
あ
...，

即
ち
其
の
餘
剩
の
大
部
分
は
價
値
め
僅
少
な
る
對
象
に 

分
配
：̂
ら
れ
て
、
等
偕
値
の
報
酬
的
動
勞
を
蕭
ら
さ)

 

る
人
々
の
手
に
银
つ
る
ご
云
ふ
が
如
&
こ
ざ
の
な
き
や 

.ぅ
に
注
意
す
可
き
で
ぁ
る
。
何
ざ
な
れ
ぱ
斯
る
分
配
上 

の
不
あ
等
は
、

注
意
.さ
へ
：施
せ
ぱ
免
れ
得
る
こ
ヒ
で
ぁ 

る
か
ら
で
あ
る
。(J.  ,
s
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h,
上
，來
解
說
せ
る
所
は
、
ミ
IVか

其
の
，

「

輕
濟
學
原
理」

：
 

に
於
て
生
産
的
勞
働
反
び
不
，生

渡

的

勞

働

、
；

.，
生
塵
的
消
，
 

費
及
び
不
生
産
的
消
費
，
關
說
た
る
大
要
で

ぁ
る
。
 

而
し
て
斯
る
生
題
の
：

H

に
說
明
し
た
る
論3

日は
、
彼
め 

前
著「

經
濟
學
上
未
定
の
請
問
題」

中
に
論
述
せ
る
見
解
，
 

W

全
然
同j

で
ぁ
る
0:此
の

银

賞

は

、
，
ミ
ル
自
身
も
明 

か
に
，認む
る
所
に
し
現
に
其
の「

雜
減
學
原
理」

第
三 

章
第
三
節
の
中
頃
に
於
て
次
の
如
ぐ
斷
言
I
て
居
る
。
 

‘日
く
：

「

余
はS

に
前
著
.：<
經
濟
學
上
未
定
め
諧
問
®
を
.

指
す)

中
に
於
て
此
の
術

m

 

(
即
ち
生
®

的
な
る
語

)

を
ぱ
分
類
め
諧
目
的
に
最
も
役
立
つ
も
の
で
し
て
推
擧 

し
た
ら
。
而
し
て
余
は
、
今
日
も
尙
ほ
依
然
し
て
前 

著
に
於
け
る
見
解
を
支
持
す
る

も

の

な

ら

」
ご
。(M

i
l
r
s
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如
上
に
解
說
し
た
る
所
を
左
の
如
く
分
類
す
れ 

ぱ
、

r

目
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
ら
ぅ
。
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産
的
勞
働
若
：
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例

へ

ぱ

農

夫

洋

服

屋

.等 

⑩

年
生
産
的
勞
働
者
，例
へ
ぱ
敎
師
齋
師
等 

:

(

丙
、
不
生
産
的
勞
働
者
’

例
へ
ぱ
俳
優
昔
樂
家
等
，

! 

7)

生
産
的
消
費
に
對
す
る
富
の
生 

紫

(

但
其
の
富
は
年
生
産
の

(

ロ 

r

を
#

消
®

に
對
す
る
®

の 

生

産

者(

但
其
の
富
は
年
生
廣 

の
半
分
ど
す

)

M

今
之
を
消
費
の
立
場
よ
な
觀
れ
ぱ
、&

は
生
産
的
消

策
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生
靠
及.
び
不
生
廣

的
.；：？

る
き
就
て 

i
者
VI屬
し.
、
乙'は
消

費

考

に

屬

じ
、
又
丙 

は
不
生
産
的
消
費
者
に
®
す
る
の
で
あ
る
。
ぜ
てr
f)

の
勢
働
者
が
其
の
勞
働
を
中
出
す
れ
ば
.、

({：
).

の
勞
働 

:

者
もKJ

の
勞
働
索
も
：丙

の

勞

働

者

も

其

の

日

jfp

必
需
品
‘

を
求
む
る

M

 

5
0

能
は
す
し
て
、
其
の
本
業
を
廢
止
せ
ざ
.

る
を
得
な
い
で
あ
ら
.

rs 。
然
る
に(tl

)

の
勞
働
者
は
其 

の
生
産
物
の
點
ょ
り
觀
れ
ぱ
富
を
生
産
す
る
に
は
相
逮 

な
、ぃ
が

":

其

の

富

は

：不

生

産

的

消

費

に

供

：

&
ら

る

、
が 

.故
‘に
、-(

ィ)

の
努
働

孝

み

存

在

す

る

眼
\
 ( P )

の
勞 

働
者
の
努
働
中
北
は
：
社

會

：に

；多
大
の
：：影

響

を

與

へ

な 

い
の
で
あ
る
。
勿
論
&
濟
上
ょ
.

e,

離
れ
て
考
ふ
れ
ば
？

(

P 

)

の
勞
働
者
は
望
ま
し
き
，^

の
で
ゐ
S 
0 

J
p

€

レ
X
 

.

ぱ
其
の
努
働
は
、
人
間
を
じ
て
其
の
日
用
必
辦
品
以
外 

じ
便
宜
マ」

伙
樂
ど
の
丰
段
を
獲
得
，せ
し
む
る
か
ら
ザ
あ

筑
八
號

ま

I
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勞
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ぱ

棉

絲

站

績
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一

塌

生

S
的
消
費
者
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社
會
入
乙
"
^

半
生
遗
的
勞
働
者
.
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例
へ
ぱ
司
法
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ざ
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生
産
.

的
消
費
者
、

^

丙
、
不
生
産
的
勞
働
.
者

：
：
卸
へ
ぱ
舞
踏
家 

:
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樂
家
等
：
：
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-
l

i
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i

消
費
者
、

.

：3̂

い
之
e
同
樣
に
旣
述
0
r經
潜
學
宋
定
の
諧
問
題」

中
の 

見
解
を
館
®

に
表
示
す
れ
ぱ
左
の
如
く
で
あ
る
。

I
III
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ビ

P

是
等
の
ま
に
道
つ
き
て
ニ
著
の
間
に
於
け
る
ミ

ル

の
 

見
解
の
相
違
を
約
言
す
れ
ば
"
失
等
の
擧
刺
に
依
て
も
，
 

:

知
ら
る
、
如

所

®
物
質
的
.富
を
生
産
す
る
揚
合
.を 

主V 」

し
て
生
.藍
的

ご

稱

し

"

所
謂

非

物

質

的

富

を

生

產 

す
る
揚<tn

を
半
ぱ
生
藍
的
に
し
て
带
ぱ.}!.

ま

^
ご
唱
 

へ
る
結
果
に
な
る
の
で
め
る
◊
而
も
此
の
點
は
ミ

ル

が
 

明
か
に
其
の「

經
濟
學
愿
理」

中
に
說
け
る
所
に
し
て
、

I 

彼
が
前
著yj

後
著
と
の
間
に
於
け
る
著
し
き
差
異
のj 

で
ぁ
ら
ぅ
。
又
前
者
に
於
て
は
司
法
官
、
警
察
官

P 

! 

般
官
8

の
努
働a

半
ば£
:
!

に
し
て
半
ば

fill

彰
 

的

ヒ

し

て

是

認

し

た

る

も

/
後

者

に

於

て

は

大

體

}

齋
的
の
部
類
に
數
ぺ
て

、

俳
優
、
昔
樂
家
等
を
同
！
 

M 

せ
る
も
の
で
あ

る

.
，是

れ

も
.亦11

著
の
間
に
於
け
る
差 

M
s
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
ニ
寒
の
間
に
は
内
容
擧
例
等 

に
多
少
の
相
違
が
あ
る
け
れVr

も

"
俳
し
ミ
グ
は
依
然

し
て
生
産
的
及
び
‘不
生
産
的
な
：る
®

別
を
採
用
す
る 

も
の
で
あ
る
。
否
、
彼
は
此
の
ニ
說
の
意
義
を
强
調
し 

て
，
經
濟
學
上
主
要
な
る
術
語
の
.

1

め
て
居
る
の 

ヤ
あ
る
。

然
ら
ぱ
現
今
の
輕
濟
學
者
は
>
斯
る
見
解
を
を
當
ビ 

見
る
や
否
や
。
是
れ
最
後
に
生
す
る
®

で
あ
る
。
依 

て
私
は
聊
か
斯
る
見
解
に
關
す
る
歷
史
を
迎
り
て
"

V

最 

後
に
其
の
楚
非
を
試
み
や
う
。

科
學
的
社
會
主
義
は
如
佩
に 

し
て
可
能
な
り？̂ 
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平
弁

新
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雜

錄

，エ
ン
グ
ダ
ス
の
記
す
所
に
據
れ
ぱ
"
近
世
社
會
主
義 

は
現
f
f
i社
愈
に
行
ほ
れ
c
^
vあ
る
有
廣
者
對
無
産
者
" 

資
本
家
對
勞
働
者
の
階
級
鬪
爭
の
所
産
て
あ
.る
。
近
世 

脑
會
主
義
其
者
が
科
學
的
認
識
の
純
料
の
運
動
た
b
得 

な
い
事
は
明
白
ヤ
あ
る
。
階
級
鬪
©
'は
利
害
の
，鬪
哉
で
：，
 

あ
る
。
，而
も
此
鬪
爭
の
動
因
ざ
な
る
利
害
が
縱
令
多
少 

乍
ら
明
瞭
に
認
識
.さ
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
旦
ウ 

•
,又
原
始
的
に
は
.取
に
偶
然
的
な
、
填
に
場
所
的
な
、職
業 

. 

的
な
a
ウ
單
に
從
屬
的
な
事
物
を
繞
る
此
有
激
者
對
無 

L

i
者
の
鬪
爭
を
"
普
遍
的
歷
あ
的
階
親
鬪
爭W

看
做
す
，
 

\
wパy

事

が

"

何
等
か
の
脑
會
的
詣
關

係

に

對

す

る

進

ま

的

能

料
學
的
就
會
主
義
は
如
何11

じ
て可能

.？：

^
り
や
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